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ワールドカップ、 ドバイ、 UAE
　2017年2月25日～3月4日、ドバイで、ワールドカップパラ・パワーリフティング選手権大会が開催されました。

日本人の成績としては、西崎哲男選手（一般５４ｋｇ級）、奥山一輝選手（ジュニア５９ｋｇ級）、松崎泰治選手 ( ジュ

ニア１０７ｋｇ以上級）の 3名が銅メダルを獲得しました。

　また、東京パラリンピック参加に必須参加のメキシコの世界大会標準記録を田中翔梧選手（一般６５ｋｇ級）が

突破しました。

　今回、医師、トレーナーに連盟として初めて帯同していただき、選手一同、大変、心強い思いをしたようです。また、

チームミーティングも出来るだけ多く開催し、「チームジャパン」で東京パラリンピックに向かっていく決意を新

たに固めた大会となりました。

　審判団は、吉田寿子 ( 国際 1級）、東前めぐみ（IPC 国内審判）が参加し、ITOとしての研修を受けました。



写真上；大会舞台

写真右；連日ドバイの新聞に大会の模様が大きく報道され

ていました。日本選手 ( 岡田有史選手）も新聞に大きく取り

上げられました。アラビア語が読めないのが残念でした。

日本選手の結果



体験会、 選手の発掘事業

　パラ・パワーリフティングを知っても

らいたいと、積極的に体験会や、発掘事

業に参加しています。

　この効果がどれほどあるかわかりませ

んが、一歩ずつ、身近な人から、パラ・

パワーを広めなければならないと考えて

います。

　目標は、大きく、東京パラリンピック

の会場 ( 有楽町駅前の、東京フォーラム）

を 5千人の観客で満杯にすること。

　そして、パラリンピックで、メダルを

取れる選手が誕生すること。

　あと、3年半。間に合わないかもしれ

ませんが、そのあとも、ずっと、続く、

パラ・パワーリフティング競技の発展の

途上に東京パラリンピックが来ても良い

と思っています。

　まずは、身近の選手の育成、体験会に

来てくださった方に、パラ・パワーの魅

力を伝える、地道な活動が、引き続き続

いていきます。

写真左；

2 月 19 日、国立の多

摩障がい者スポーツセ

ンターで発掘事業。パ

ラリンピアンの宇城選

手が、次世代の選手の

力量を真剣に見つめて

います。

写真下；

3 月 12 日、京都で開

催された車いす駅伝。

駅伝の最終ゴールの西

京極陸上競技場で、体

験会を開催しながら、

車いすランナーを待ち

受けた。
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IBSA　視覚障がい者世界選手権大会結果
　本年度は、毎年この世界選手権に参加している大谷選手が、IPF のアジアクラシックベンチに参加するなどした

ため、日本～の選手の出場はなかった。





小林浩美選手が読売新聞に大きく報道されました。


